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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年6月1日～平成22年11月30日） 

(注) 平成21年12月１日付にて普通株式１株につき200株の割合で株式分割しております。そのため、平成22年５月期第２四半期の１株当たり四半期純利
益は、当該株式分割が行われる前の数値で表示しております。 
(注) 平成23年３月期より決算期を５月末日から３月末日に変更しております。詳細につきましては、平成22年６月18日発表の「事業年度の末日(決算期)の
変更に関するお知らせ」及び平成22年７月15日発表の「定款の一部変更に関するお知らせ」をご参照ください。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 3,710 16.0 156 123.1 141 190.2 11 245.5
22年5月期第2四半期 3,197 17.1 70 △9.3 48 △11.9 3 △93.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 3.79 3.77
22年5月期第2四半期 220.81 218.32

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 4,745 1,280 26.9 439.24
22年5月期 4,379 1,287 29.4 441.71

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,278百万円 22年5月期  1,285百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
(注) 平成21年12月１日付にて普通株式１株につき200株の割合で株式分割しております。そのため、平成22年５月期第２四半期末の配当金は、当該株式
分割が行われる前の数値で表示しております。 
(注) 第２四半期末の配当につきましては、平成22年11月30日を基準日としております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 1,250.00 ― 6.25 ―
23年3月期 ― 7.70
23年3月期 

（予想）
― 5.10 12.80

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年6月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
(注) 23年３月期は決算期変更の経過期間となることから、通期については10ヵ月間(平成22年６月１日～平成23年３月31日)の予想数値を記載しておりま
す。このため、通期の対前期増減率については記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,641 ― 492 ― 477 ― 151 ― 51.70



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

(注) 平成21年12月１日付にて普通株式１株につき200株の割合で株式分割しております。そのため、平成22年５月期２Ｑに係る期中平均株式数（四
半期累計）は、当該株式分割が行われる前の株式数で表示しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信［添付資料］３ページ「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、［添付資料］４ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 2,911,200株 22年5月期  2,911,200株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  70株 22年5月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 2,911,141株 22年5月期2Q  14,463株



  
(ご参考) 株式分割に伴う遡及修正値 

普通株式１株につき200株の割合で株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の22年５月期第２四半期の１株当た

り情報及び１株当たり配当金は以下のとおりです。 

  

 
  

 
  

１株当たり四半期純利益
     円 銭

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益 

     円 銭

 22年５月期第２四半期 1.10 1.09

年間配当金

（基準日）
第２四半期末 
   円 銭

期末
   円 銭

年間
   円 銭

 22年５月期 6.25 6.25 12.50
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策などにより、一部で持ち直しの動きがみら

れたものの、厳しい雇用環境や所得環境が続き、個人消費が低調に推移するなど、依然として厳しい状況で推移

いたしました。 

 当業界におきましては、消費環境の低迷に加え、少子化による学齢人口の減少等により業界内の競争は厳しさ

を増しております。一方、子ども手当ての支給等により教育業界への需要が高まるとともに、シェアの拡大と競

争力強化を図るため、業務提携、Ｍ＆Ａ等による業界再編の動きが活発になっております。 

 このような状況の下、当社グループでは積極的な新規教室の開校、需要増加に対応した既存教室の増床により

既存ブランドのブランド力の強化を図り、顧客満足度を高めております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は3,710,342千円（前年同期比16.0％増）、営業利益は

156,376千円（前年同期比123.1％増）、経常利益は141,711千円（前年同期比190.2％増）、四半期純利益は

11,035千円（前年同期比245.5％増）となりました。 

事業部門別の状況としては、教育関連事業においては、既存教室の好調な集客力によりクラス指導部門、個別

指導部門ともに、１教室あたりの塾生数が増加し、売上高は3,586,402千円となり、営業利益は356,664千円とな

りました。 

 不動産賃貸事業においては、前連結会計年度の本社ビルの購入により賃貸スペースが増加したことから売上高

は29,962千円となり、営業利益は30,369千円となりました。 

 飲食事業においては、個人消費低迷の影響を受け、売上高は93,977千円となり、営業損失は9,247千円となりま

した。 

  

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末から35,030千円（2.8％）増加し、1,290,375千円となりました。これは主とし

て営業未収入金が前連結会計年度に比べ30,399千円減少し、現金及び預金が前連結会計年度に比べ14,465千円、

有価証券が同50,002千円増加したことによります。 

 固定資産は、前連結会計年度末から330,492千円（10.6％）増加し、3,454,972千円となりました。これは主と

して建物及び構築物が前連結会計年度に比べ122,255千円、土地が同116,046千円増加したことによります。 

 この結果、総資産は、前連結会計年度末から365,523千円（8.3％）増加し、4,745,347千円となりました。 

  

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末から177,639千円（11.1％）増加し、1,775,092千円となりました。これは主と

して短期借入金が前連結会計年度に比べ100,000千円減少し、１年内返済予定の長期借入金が前連結会計年度に比

べ25,463千円、前受金が同133,635千円増加したことによります。 

 固定負債は、前連結会計年度末から195,264千円（13.1％）増加し、1,690,156千円となりました。これは主と

して長期借入金が前連結会計年度に比べ37,087千円減少し、資産除去債務が前連結会計年度に比べ197,157千円増

加したことによります。 

 この結果、負債は、前連結会計年度末から372,904千円（12.1％）増加し、3,465,248千円となりました。 

  

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末から7,381千円（0.6％）減少し、1,280,098千円となりました。これは主とし

て利益剰余金が前連結会計年度に比べ7,159千円減少したことによります。 

  

１. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(１) 連結経営成績に関する定性的情報

(２) 連結財政状態に関する定性的情報
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（キャッシュ・フローの状況の分析） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、678,990千円となり、

前連結会計年度末に比べ、59,527千円増加いたしました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、471,835千円（前年同期比225,745千円の収入増）となりました。これは主に

賞与引当金の減少額110,006千円等の要因により一部相殺されたものの、税金等調整前四半期純利益40,794千円、

減価償却費93,928千円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額115,228千円、前受金の増加額133,635千円及

び未払費用の増加額148,807千円を計上したこと等によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果支出した資金は、267,670千円（前年同期比557,682千円の支出減）となりました。これは主に

差入保証金の回収による収入33,203千円があったものの、有形固定資産の取得による支出230,328千円、無形固定

資産の取得による支出22,770千円及び差入保証金の差入による支出28,457千円等によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果支出した資金は、144,637千円（前年同期は502,081千円の収入）となりました。これは主に長

期借入れによる収入185,000千円があったものの、短期借入金の減少額100,000千円、長期借入金の返済による支

出196,624千円、配当金の支払額17,759千円等によるものであります。 

  

当第２四半期連結累計期間における業績は概ね計画どおりに推移しており、前回公表（平成22年７月15日）の

通期の業績予想に変更はありません。 

 なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、様々な要因

によって異なる結果となる可能性があります。 

  

(３) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

①簡便な会計処理 

１）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと

認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

２）固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定し

ております。 

  

該当事項はありません。 

  

  

①会計処理の原則・手続の概要 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ16,017千円減少し、税金等調整前

四半期純利益が131,245千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は

200,281千円であります。 

  

②表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等

の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期

間、当第２四半期連結会計期間では、それぞれ「少数株主損益調整前四半期純利益」、「少数株主損益調整前

四半期純損失」の科目を表示しております。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

２. その他の情報

(１) 重要な子会社の異動の概要

(２) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理

(３) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(４) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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３．四半期連結財務諸表 
(１)四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 708,787 694,322

営業未収入金 247,332 277,732

有価証券 50,002 －

商品 23,531 27,635

貯蔵品 10,688 10,368

その他 298,024 281,359

貸倒引当金 △47,991 △36,073

流動資産合計 1,290,375 1,255,344

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,648,021 1,393,320

減価償却累計額 △488,735 △356,291

建物及び構築物（純額） 1,159,285 1,037,029

土地 910,953 794,906

その他 285,343 254,616

減価償却累計額 △151,967 △130,491

その他（純額） 133,375 124,125

有形固定資産合計 2,203,614 1,956,061

無形固定資産   

のれん 101,353 113,907

その他 114,041 62,726

無形固定資産合計 215,395 176,633

投資その他の資産   

差入保証金 737,675 726,315

その他 308,556 275,739

貸倒引当金 △10,270 △10,270

投資その他の資産合計 1,035,962 991,784

固定資産合計 3,454,972 3,124,479

資産合計 4,745,347 4,379,824
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 37,498 37,673

短期借入金 210,000 310,000

1年内返済予定の長期借入金 391,167 365,704

未払法人税等 91,915 77,734

資産除去債務 3,123 －

前受金 538,460 404,824

その他 502,926 401,515

流動負債合計 1,775,092 1,597,452

固定負債   

長期借入金 1,332,142 1,369,229

退職給付引当金 23,097 23,017

資産除去債務 197,157 －

その他 137,759 102,645

固定負債合計 1,690,156 1,494,891

負債合計 3,465,248 3,092,344

純資産の部   

株主資本   

資本金 230,208 230,208

資本剰余金 170,208 170,208

利益剰余金 879,588 886,748

自己株式 △24 －

株主資本合計 1,279,980 1,287,165

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,292 △1,244

評価・換算差額等合計 △1,292 △1,244

少数株主持分 1,410 1,559

純資産合計 1,280,098 1,287,480

負債純資産合計 4,745,347 4,379,824
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(２)四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 3,197,288 3,710,342

売上原価 2,640,647 3,001,927

売上総利益 556,640 708,414

販売費及び一般管理費 486,556 552,038

営業利益 70,084 156,376

営業外収益   

受取利息 614 942

受取配当金 87 91

祝金受取額 1,055 －

その他 1,287 1,797

営業外収益合計 3,044 2,830

営業外費用   

支払利息 11,920 17,471

支払手数料 12,000 －

株式交付費 346 －

その他 36 24

営業外費用合計 24,302 17,495

経常利益 48,825 141,711

特別利益   

前期損益修正益 － 22,611

保険解約返戻金 36,112 －

特別利益合計 36,112 22,611

特別損失   

固定資産除却損 6,207 465

減損損失 8,892 7,833

投資有価証券評価損 27,100 －

教室・飲食店舗閉鎖関連費用 4,105 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 115,228

特別損失合計 46,305 123,527

税金等調整前四半期純利益 38,631 40,794

法人税、住民税及び事業税 46,832 81,041

法人税等調整額 △11,394 △51,132

法人税等合計 35,437 29,909

少数株主損益調整前四半期純利益 － 10,885

少数株主損失（△） － △149

四半期純利益 3,193 11,035
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年９月１日 
  至 平成22年11月30日) 

売上高 1,432,898 1,635,503

売上原価 1,291,377 1,498,566

売上総利益 141,520 136,936

販売費及び一般管理費 249,680 255,386

営業損失（△） △108,159 △118,449

営業外収益   

受取利息 255 458

受取配当金 30 －

祝金受取額 1,055 －

その他 538 1,058

営業外収益合計 1,878 1,516

営業外費用   

支払利息 7,294 8,652

株式交付費 346 －

その他 20 4

営業外費用合計 7,661 8,656

経常損失（△） △113,943 △125,589

特別利益   

前期損益修正益 － 12,123

保険解約返戻金 36,112 －

特別利益合計 36,112 12,123

特別損失   

減損損失 8,488 1,162

投資有価証券評価損 27,100 －

教室・飲食店舗閉鎖関連費用 1,600 －

特別損失合計 37,188 1,162

税金等調整前四半期純損失（△） △115,019 △114,628

法人税、住民税及び事業税 △2,102 △30,751

法人税等調整額 △29,003 △17,818

法人税等合計 △31,105 △48,569

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △66,059

少数株主損失（△） － △438

四半期純損失（△） △83,914 △65,620
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(３)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 38,631 40,794

減価償却費 57,984 93,928

減損損失 8,892 7,833

固定資産除却損 6,207 181

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 115,228

のれん償却額 8,623 12,553

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,469 11,918

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 80

賞与引当金の増減額（△は減少） △107,796 △110,006

受取利息及び受取配当金 △701 △1,033

保険解約返戻金 △36,112 －

支払利息 11,920 17,471

投資有価証券評価損益（△は益） 27,100 －

教室・飲食店舗閉鎖関連費用 2,238 －

売上債権の増減額（△は増加） 11,719 30,399

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,093 3,783

仕入債務の増減額（△は減少） 1,926 △174

未払金の増減額（△は減少） △16,069 29,074

前受金の増減額（△は減少） 70,155 133,635

未払費用の増減額（△は減少） 141,956 148,807

その他 34,012 15,956

小計 269,252 550,434

利息及び配当金の受取額 166 404

利息の支払額 △13,665 △17,622

法人税等の支払額 △9,664 △61,380

営業活動によるキャッシュ・フロー 246,089 471,835

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △31,540 △8,540

定期預金の払戻による収入 29,167 3,600

保険積立金の解約による収入 76,102 －

投資有価証券の取得による支出 － △3,000

有形固定資産の取得による支出 △828,834 △230,328

無形固定資産の取得による支出 △38,841 △22,770

資産除去債務の履行による支出 － △11,903

長期貸付けによる支出 △9,600 －

長期貸付金の回収による収入 40 1,143

差入保証金の差入による支出 △26,876 △28,457

差入保証金の回収による収入 8,853 33,203

その他の支出 △4,088 △882

その他の収入 264 264

投資活動によるキャッシュ・フロー △825,353 △267,670
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年６月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成22年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 △100,000

長期借入れによる収入 850,000 185,000

長期借入金の返済による支出 △140,514 △196,624

セール・アンド・リースバック取引による収入 37,590 －

株式の発行による収入 3,000 －

自己株式の取得による支出 － △24

配当金の支払額 △31,903 △17,759

その他の支出 △16,091 △15,229

財務活動によるキャッシュ・フロー 502,081 △144,637

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △77,182 59,527

現金及び現金同等物の期首残高 572,770 619,463

現金及び現金同等物の四半期末残高 495,587 678,990
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該当事項はありません。 

  

  

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な内容 

(１) 教育関連事業………学習塾経営、塾教材販売、その他教育関連事業 

(２) 不動産賃貸事業……不動産賃貸、管理 

(３) 飲食事業……………飲食店経営 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年６月１日  至  平成21年11月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な内容 

(１) 教育関連事業………学習塾経営、塾教材販売、その他教育関連事業 

(２) 不動産賃貸事業……不動産賃貸、管理 

(３) 飲食事業……………飲食店経営 

  

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日）及び前第２四半期連結累計期間 (自

平成21年６月１日 至 平成21年11月30日) 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外事業所がないため、該当事項はありません。 

  

【海外売上高】 

前第２四半期連結会計期間（自 平成21年９月１日 至 平成21年11月30日）及び前第２四半期連結累計期間 (自

平成21年６月１日 至 平成21年11月30日) 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

(４) 継続企業の前提に関する注記

(５) セグメント情報

教育関連事業 
(千円)

不動産賃貸事業
(千円)

飲食事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

  (1) 外部顧客に 
      対する売上高

1,369,649 15,203 48,045 1,432,898 ― 1,432,898

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高

― 4,533 ― 4,533 ( 4,533) ―

計 1,369,649 19,737 48,045 1,437,432 ( 4,533) 1,432,898

営業利益又は営業損失(△) △11,999 14,454 △4,421 △1,966 (106,193) △108,159

教育関連事業 
(千円)

不動産賃貸事業
(千円)

飲食事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

  (1) 外部顧客に 
      対する売上高

3,074,713 19,722 102,852 3,197,288 ― 3,197,288

  (2) セグメント間の内部 
      売上高又は振替高

― 9,397 ― 9,397 ( 9,397) ―

計 3,074,713 29,119 102,852 3,206,685 ( 9,397) 3,197,288

営業利益又は営業損失(△) 246,607 21,164 △4,832 262,939 (192,855) 70,084
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【セグメント情報】 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

１ 報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当

社の取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

 当社グループは、当社及び連結子会社を構成単位とする財務情報に基づき、事業の種類別に区分した単位によ

り事業活動を展開しております。 

 従って、当社グループは事業の種類に基づき、「教育関連事業」「不動産賃貸事業」「飲食事業」の３つを報

告セグメントとしております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間 (自 平成22年６月１日 至 平成22年11月30日) 

 
(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△221,411千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△

221,411千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当第２四半期連結会計期間 (自 平成22年９月１日 至 平成22年11月30日) 

 
(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額△104,386千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△

104,386千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

報告セグメント 調整額 
(千円) 
(注)１

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(千円) 
(注)２

教育関連事業 
(千円)

不動産賃貸事業
(千円)

飲食事業
(千円)

計
(千円)

売上高

外部顧客への売上高 3,586,402 29,962 93,977 3,710,342 ― 3,710,342

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― 11,363 ― 11,363 △11,363 ―

計 3,586,402 41,326 93,977 3,721,706 △11,363 3,710,342

セグメント利益又は 
損失（△）

356,664 30,369 △9,247 377,787 △221,411 156,376

報告セグメント 調整額 
(千円) 
(注)１

四半期連結
損益計算書 
計上額 
(千円) 
(注)２

教育関連事業 
(千円)

不動産賃貸事業
(千円)

飲食事業
(千円)

計
(千円)

売上高

外部顧客への売上高 1,575,592 15,073 44,837 1,635,503 ― 1,635,503

セグメント間の内部 
売上高又は振替高

― 5,894 ― 5,894 △5,894 ―

計 1,575,592 20,967 44,837 1,641,398 △5,894 1,635,503

セグメント利益又は 
損失（△）

△25,129 15,994 △4,927 △14,062 △104,386 △118,449
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３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当社グループは塾生に対して学習指導を行うことを主たる業務としておりますので、該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間における仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

 
(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２  金額は、仕入価格によっております。 

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当社グループは塾生に対して学習指導を行うことを主たる業務としておりますので、該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

  

 
(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

３  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の販売総実績に対する割合については、相手先が塾生及び不特定

多数の一般顧客へのものが全体の100分の90以上を占めており、当該割合が100分の10未満のため記載を省略

しております。 

  

４. 補足情報

生産、受注及び販売の状況

(１) 生産実績

(２) 仕入実績

セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

教育関連事業 70,295 ―

不動産賃貸事業 ― ―

飲食事業 15,171 ―

合計 85,466 ―

(３) 受注実績

(４) 販売実績

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

教育関連事業 1,575,592 ―

不動産賃貸事業 15,073 ―

飲食事業 44,837 ―

合計 1,635,503 ―
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